
授業科目名 地域観光論
科目コード G2503L03

英文名 Theory of Regional Tourism

科目区分 観光専攻科目 - 地域観光

職名 教授  担当教員名 助重 雄久  

学部 現代社会学部 学科 現代社会学科

曜日 水曜日  時限 1限目  

開講時期 3年後期 授業の方法 講義

必修・選択 選択 単位数 2単位

授業の概要
地域環境に適した観光地づくりの方向性や課題について学ぶ。テーマⅠでは世界や日本の社会・経済情勢が地域観光にもた
らす影響、テーマⅡ・Ⅲでは地域行事や地域にある自然資源の観光への活用とその課題について学ぶ。テーマⅣでは、担当
教員が行ってきた島の観光振興に関する研究事例を通して、観光調査・分析の進め方や地域観光に対するものの考え方を学
ぶ。

キーワード ①社会情勢 ②自然環境 ③高速交通網 ④インバウンド ⑤インターネット

到達目標

①テーマⅠ：社会・経済情勢の変化が地域観光にもたらす影響について理解することができる。

②テーマⅡ・Ⅲ…地域資源について理解し、それらを観光に活用する方法を模索することができる。

③テーマⅢ…事例研究を通して観光調査・分析や論考の方法を理解し、卒業研究に応用することができる。

 

 

ディプロマポリシー 3.スペシャリストとしての能力（専門性の向上）  

カリキュラムポリシー ⑦観光に関する専門性の向上  

キー・コンピテンシー（重視する能力）

コミュニケーション力 協働力 課題解決力 人間理解力 教育支援力

  ◎   

教授方法（授業方法）

知識教授型 対話型授業 演習・反復型授業 グループ演習 地域ﾌｨｰﾙﾄﾞ
ﾜｰｸ

授業外学修指導・
自主活動

◎ ○     



授業計画

回数 授業内容 詳細 標準時間

第1回

授業ガイダンス
授業の進め方や評価に関する詳細説明

【予習】  

【復習】  

第2回

テーマⅠ　社会・経済情勢の変化と地域観光(1)
社会・経済情勢の変化が地域観光にもたらす影響を時系列的に解説する。

【予習】  

【復習】配布したプリントを再度読み返しておくこと。 30分

第3回

テーマⅠ　社会・経済情勢の変化と地域観光(2)
社会・経済情勢の変化が地域観光にもたらす影響を時系列的に解説する(前回の続き)。

【予習】  

【復習】配布したプリントを再度読み返しておくこと。 30分

第4回

テーマⅡ　地域行事の観光への活用とその課題(1)
富山県西部や石川県能登地域で行われている祭礼行事の観光への活用とその課題について解説する。

【予習】  

【復習】配布したプリントを再度読み返しておくこと。 30分

第5回

テーマⅡ　地域行事の観光への活用とその課題(2)
富山県西部や石川県能登地域で行われている祭礼行事の観光への活用とその課題について解説する(前回の続き)。

【予習】  

【復習】配布したプリントを再度読み返しておくこと。 30分

第6回

テーマⅡ　地域行事の観光への活用とその課題(3)
ゲストスピーカーに祭礼の現状、祭礼を支える「人」の存在、祭礼の今後のあり方について話を伺う。

【予習】  

【復習】ゲストスピーカーから伺った話を整理しておくこと。 30分

第7回

テーマⅡ　地域行事の観光への活用とその課題(4)
観光資源としての祭礼の活用や今後の人材確保について、受講生がプレゼンテーションを行う(前半)。
※発表日、発表順は第5回の授業でくじ引きをして決定

【予習】第7回の発表者は、授業で使うプレゼンファイルを仕上げておくこと。 90分

【復習】他の受講生のプレゼンはどのような点が良かったのかを振り返り、感想をまとめること(後日要提出)。 30分

第8回

テーマⅡ　地域行事の観光への活用とその課題(5)
観光資源としての祭礼行事の活用や今後の人材確保について、受講生がプレゼンテーションを行う(後半)。
※発表日、発表順は第5回の授業でくじ引きをして決定

【予習】第8回の発表者は、授業で使うプレゼンファイルを仕上げておくこと。 90分

【復習】他の受講生のプレゼンはどのような点が良かったのかを振り返り、感想をまとめること(後日要提出)。 30分



第9回

テーマⅢ　自然資源の観光への活用とその課題(1)
自然資源の観光への活用とその課題について、北海道弟子屈町の事例をもとに考察する。

【予習】  

【復習】配布したプリントを再度読み返しておくこと。 30分

第10回

テーマⅢ　自然資源の観光への活用とその課題(1)
オーバーツーリズムによる自然環境への影響とその対応策について山梨県忍野村の事例をもとに考察する。

【予習】  

【復習】配布したプリントを再度読み返しておくこと。 30分

第11回

テーマⅣ　離島における観光振興とその課題(1)
島の特性について考察する。また、インバウンド観光の拡大について、長崎県対馬の事例を中心に考察する。

【予習】  

【復習】配布したプリントを再度読み返しておくこと。 30分

第12回

テーマⅣ　離島における観光振興とその課題(2)
インバウンド観光による地域活性化の「弱み」と打開策について、長崎県対馬の事例を中心に考察する。

【予習】  

【復習】配布したプリントを再度読み返しておくこと。 30分

第13回

テーマⅣ　離島における観光振興とその課題(3)
民宿等の小規模宿泊施設の経営において、インターネットがどのような果たす役割を果たしているのかを、沖縄県宮古島の事例を中心に考察する。

【予習】  

【復習】配布したプリントを再度読み返しておくこと。 30分

第14回

テーマⅣ　離島における観光振興とその課題(4)
宮古島の小規模宿泊施設の経営において、インターネットが果たしてきた役割の変化について学ぶ。

【予習】  

【復習】配布したプリントを再度読み返しておくこと。 30分

第15回

テーマⅣ　離島における観光振興とその課題(5)
宮古島におけるオーバーツーリズムが住民の生活や他産業に及ぼした影響について学ぶ。
※終了後、授業アンケートを実施

【予習】  

【復習】テーマⅣの内容全般を振り返り、どのような論理構成や、スキル・手法が自分の卒業論文作成に役立つのかを考えておくこと。 60分

第16回

 

【予習】  

【復習】  



評価方法
受講態度や発言・質問への回答(35点)、テーマⅠ・Ⅲ・Ⅳのレポート(到達目標①～③：各15点)、テーマⅡのプレゼンの内容(
到達目標②：20点)。到達目標については、富山国際大学成績評価基準に従って評価する。 
【注意】レポートや発表による評価なので、再試験は実施しない。
【ディプロマポリシー配分比率】①人間性：10％、②社会性：10％、専門性：80％

使用資料
＜テキスト＞ 必要に応じて、プリント等を配る。 使用資料

＜参考図書＞ ｢旅に出たくなる地図・日本｣(帝国書院)

授業外学修等 ・授業でとりあげた地域の地名・位置や地域概況は、授業時間外に「旅に出たくなる地図・日本」や各地域の観光協会・自
治体等のホームページで必ず確認しておくこと。

授業外質問方法 ・研究室で随時受けつける(授業・会議・出張等で不在の時間帯を除く)。
・Eメール(t-suke@tuins.ac.jp)でも受けつける。Eメールの場合は件名と発信者の名前を明記すること。

オフィス・アワー 木曜日12:30～14:00
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